「コンビニエンス"ＺＡＣＣＡ"」

店舗数・売上高の推移

依然として好転しない雇用・所得環境で個人消費が回復に至らず、引き続きデフレ状況が続くなど厳しい環境のまま推移している状況下において、2000年春より展開してまいりました新規事業「コンビニエンス"ＺＡＣＣＡ"」は堅調な推移を見せています。

◆店舗数の推移◆
事業立ち上げ当初は都内に3箇所だった店舗も、コアターゲット層（20代後半～30代の女性）に人気の高い青山を中心に店舗の拡充を図り、現在では全国50店舗を超えるまでに成長いたしました。出店エリアは東京に止まらず、横浜を中心とした神奈川エリア、名古屋を中心とした愛知エリア、神戸を中心とした兵庫エリアにまで拡大しています。現在は、北海道、九州への出店準備を進めているところです。

◆売上高の推移◆

「コンビニエンス"ＺＡＣＣＡ"」は、コンビニ＋雑貨屋というこれまでにない新しい形態で注目を集めました。さらに、ターゲット層が潜在的に求めている商品やデザインセンスをいち早く取り入れ、価格とのバランスを実現することで確固たる定評を得ることが出来ました。

2003年には、六本木スカイヒルズへの出店で注目を集め、テレビ・雑誌等のメディアに数多く取り上げられたことも成長の大きな一因です。また、従来の商品に加え、ちょっとした贈り物に最適な「プチＺＡＣＣＡ」シリーズのラインアップに力を入れたことが、売上の伸びに反映されたと考えられます。

これまでの売上高の推移は、右図の通りです。







